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試験船による海洋観測結果（9月上旬）
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500）

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽

鳥取沿岸の水温

平年より 3.1℃高め

9月上旬の水塊配置と対馬暖流

令和７年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表） FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町92番地1〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

共和水産株式会社
代表取締役 橋津 寛

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

島根沖冷水域 島根県沖のN36˚50‘以北に認められました。

隠岐諸島北方の冷水域 隠岐諸島北方のN37˚20'以北に認められました。

山陰・若狭沖冷水域 鳥取東部沖N36˚30'以北に認められました。

対馬暖流の流路 主流は朝鮮半島東岸に沿って北方に向かい流れ、主流の一部
は隠岐諸島北方冷水域および山陰・若狭沖冷水域に沿って流れ
ると考えられます。
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平均水温は14.5℃を示しています。
【前年差： −0.19℃、平年（直近30年）差： −1.67℃】

平均水温は22.4℃ を示しています。
【前年差：+2. 86℃、平年（直近30年）差： +0. 82℃】

隠岐海峡と鳥取県沖（点線範囲内）の
平均水温は29.6℃ を示しています。
【前年差：＋2.03℃、平年（直近30年）差：+2.84℃】

水深200mの水温は平年よりやや高めでした。
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水産試験場

沖底漁期前調査結果及び沖底解禁後のハタハタの水揚げ状況

水産試験場では、毎年8月
に「沖底漁期前調査」を実施し
ています。第一鳥取丸を用い
た試験操業により、9月から解
禁となる沖合底曳網で主な漁
獲対象となるハタハタの分布
状況を把握しました。
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【調査海域及び定点】

【着底トロール網による操業の模式図】
各調査地点で3ノットで30分曳網

【今回の青谷沖（水深249m）で獲れた漁獲物】

今回、調査で採集されたハタハタ
のサイズ組成は右図のとおりとな
りました。

昨年の秋と同様に体長15‐18cm
の②-④番サイズ（中から大）がメ
インに漁獲されました。

一方で、採集量はそれほど多く
なく、今年の秋のハタハタの漁模
様は前年並みで平年を下回る低
調な漁獲になると予想しました。
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【今年の調査でのハタハタのサイズ組成】

実際に9月から沖底が解禁となり、境港、賀
露、網代では②-④番サイズ（中から大）のハ
タハタが水揚げされています。

予想に反して、獲れる量は比較的多く、順調
なペースで漁獲が続いています。

右図のとおり2023年に本県のハタハタの漁
獲量は極端に落ち込みました。

現在も小型の1歳魚の水揚げは少なく、いま
だ資源は不安定な状況にあると思われます。

沖底の重要魚種であり、県民にとっても馴染
みが深いハタハタについて引き続き市場調査、
調査船調査等で資源動向を注視していきます。

今期も賀露、網代の沖底漁業者の方々に向け、
報告会を実施しました。いつも現場の貴重な情
報を教えて頂きありがとうございますm(__)m

【賀露地方卸売市場でのハタハタの水揚げ】 【水産試験場でのハタハタの測定風景】

この時期のハタハタは産卵に向け、オス、メスともに
生殖腺が発達しています。
胃内容物はヨコエビが多く見られます。

8月4日～20日にかけて隠岐周辺海
域の11地点で着底トロール網によ
る調査を実施しました。

【漁期前報告会の様子】

【本県のハタハタの漁獲量の推移】

境港水産事務所

「第３９回 境港水産まつり」開催決定！
日時：10月12日(日)8:00～13:00
会場：境港水産物地方卸売市場
あああ境港水産物直売センター

今年で39回目となる境港水産まつ
りが開催されます！
セリ即売体験やマグロ解体ショー、
大抽選会等のイベント盛りだくさん！
水産学習コーナーでは、「ズワイガ

ニとオオズワイガニの比較展示」や
「ベニズワイガニの美味しい食べ方教
室(先着順で参加人数制限あり)」を実
施します。イベントを通じて、来場者
の方々に境港のさかなやカニについて
知っていただければと考えております
ので、ぜひお越しください！

栽培漁業センター

高水温による養殖魚への影響
近年、水温上昇による水産物への影響が大きくなっており、本県の内水面・海面養殖
もその例外ではありません。高水温によって免疫機能が低下すると、疾病に罹患しやす
くなります。その結果、高水温下で発生しやすい細菌感染症（せっそう病、ビブリオ病な
ど）や寄生虫症の発生が増加しています。特にサケ・マス類は、需要増加に伴い、活魚輸
送量や輸送先が拡大しており、県外から新たな疾病が持ち込まれるリスクが高まってい
ます。
県内では昨年、サケ科魚類に寄生するチョウモドキArgulus coregoni という寄生
虫が初めて確認され、商品価値の低下が懸念されるところです。栽培漁業センターで調
査したところ、本種はサケ科魚類の生息が困難な３０℃近くでも活発に繁殖することが
分かりました。このように、病原体の生態調査を迅速に行うとともに、既存の対策の検
証や、より効果的な駆虫試験を進め、結果を現場に還元して被害の軽減を図っています。

ギンザケ等の体表に寄生する 養殖現場では、黒
い板を池底に置い
て、産み付けられた
卵ごと板を池から
取り上げる。

卵は、30℃近くでも発生
が進み仔虫が孵化する。

チョウモドキ
♀成虫


